
学 年 3 教 科 地理歴史 科 目 必選・世界史Ｂ 単位数 5

補助教材
(出版社名)

前半

後半

前半

後半

＊学期欄に（　　）で記入してある時数は、予定時数です。

３学期
（４０）

２学期
（７０）

第１２章 アジア諸地域の動揺
第１３章 帝国主義とアジアの民族運動
第１４章 二つの世界大戦

・ヨーロッパ諸国の干渉による清朝の動揺と近代化改革、日本
の開国と台頭による東アジア国際秩序再編を理解する。
・帝国主義時代の欧米列強による世界各地の分割や植民地化
をめぐる競合と、従属させられた地域社会の抵抗と変容を理解
する。
・欧米諸国の支配を受けたアジア諸国の改革と民族運動の形
成を理解する。
・第一次世界大戦とロシア革命が国際秩序に大きな変化をもた
らし、20世紀の変動の基点となったことを理解する。
・中国や東南アジア諸国、インド、トルコや西アジア諸国、アフリ
カの民族運動の展開を理解する。

・第二次世界大戦に至る過程と戦争規模の拡大、米ソの国際
的地位の高まりを理解する。
・第二次世界大戦後、米ソを中心とした冷戦体制が成立し、東
西両陣営に世界が分裂したことを理解する。
・中華人民共和国の成立や朝鮮の分断、アジア諸地域の独立
の過程を理解する。
・東欧社会主義圏の消滅、ソ連邦の解体と民族紛争、グローバ
ル経済の進展を理解する。
・途上国の民主化の進展と、アジア社会主義国家の変容を理
解する

第１４章 二つの世界大戦
第１５章 冷戦と第三世界の独立
第１６章 現在の世界

・基本的学習事項をテーマ毎に扱い、実践力を身につけ
る。

１学期
（６５）

指導内容 具体的な指導目標

入試対策演習

＊なお、担当者のそれぞれの工夫や、生徒の理解の進み方等の事情により、必ずしも上記計画のとおりに展開するものでは
   ありません。

評価の観点
① 世界史の大きな枠
組みと流れを、諸地
域世界の歴史と関連
付けながら理解させ
る。
② 基本的歴史用語を
理解した上で、共通テ
ストの入試問題に対
応する学力を身につ
ける。

評価の方法
①定期テスト
②小テスト
③授業の取組姿勢

・明による朝貢世界の確立や、清の中国統治、その隣接諸地
域の動向に関する基本的な知識を身につける。
・オスマン帝国やムガル帝国などの国内体制や、ヨーロッパ世
界との関わり、異民族統治の特色を理解する。
・大航海時代、ルネサンス、宗教改革などによって、近世ヨー
ロッパ世界が形成されたことに関する知識を身につける。
・重商主義に基づく主権国家の動向を理解し、植民地の拡大と
三角貿易による社会と経済の変化を理解する。

第７章 アジア諸地域の繁栄
第８章 近世ヨーロッパ世界の形成
第９章 近世ヨーロッパ世界の展開

第１０章 近代ヨーロッパ・アメリカ世界の
成立
第１１章 欧米における近代国民国家の
発展
第１２章 アジア諸地域の動揺

・イギリス産業革命の背景と展開、産業資本主義体制の確立と
その影響について理解する。
・アメリカ独立革命とフランス革命が近代民主政治に与えた影
響について知識を身につける。
・ウィーン体制の成立と、その体制下に広がったヨーロッパ諸国
の自由主義とナショナリズムの運動、統一国家の誕生を理解す
る。
・オスマン帝国の動揺と改革、アラブの民族の運動、イラン・ア
フガニスタンの動向、ムガル帝国の解体を理解する。

使用教科書
（出版社名）

・グローバルワイド最新世界史図表四訂版（第一学習社）
・詳説世界史ノート（山川出版社）
・改訂版世界史用語集（山川出版社）

江戸川高等学校　令和５年度　年間授業計画

学　　　期 評価の観点・方法

詳説世界史Ｂ
（山川出版社）


